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広報伊丹■２０２３（令和５）年７月１５日 第１４９８号（４）

伊
丹
広
報
４
・
５
面

０
７
１
５
０
４
・
０
５

藤
❶
堀
❷
藤
❸
堀
❹
堀
❺
井
❻
堀
❼
藤
❽
井
❾
藤
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今年で被爆・戦後７８年となります。平成２年１１月、市は平和な社会を築くことを誓い「平
和都市宣言」を制定しました。今も世界では戦争が起きていますが、争いのない平和な社
会の実現のためには、一人一人の意識が大切です。見て、聞いて、触れて、日ごろは意識
することが少ない戦争の悲惨さと平和の尊さを感じ、学んでみませんか。いずれも無料。

映
画
会

◆
「
独
裁
者
（
１
９
４
０
年
。
ア
メ

リ
カ
。
１２５
分
）」

７
月
２８
日
㈮
午

後
６
時
半
、
※
３０
日
㈰
午
後
１
時

半
。チ

ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が

ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
独
裁
政
治

を
批
判
し
た
作
品
を
上
映
。

◎
「
あ
の
日
の
声
を
探
し
て
（
２
０

１
４
年
。
フ
ラ
ン
ス
・
グ
ル
ジ
ア
。

１３５
分
）」

７
月
２９
日
㈯
※
午
後
１

時
半
、
６
時
半
。

チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
を
舞
台
に
描
い

た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
を
上
映
。

◎
「
奇
跡
の
教
室
〜
受
け
継
ぐ
者
た

ち
へ
（
２
０
１
４
年
。
フ
ラ
ン
ス
。

１０５
分
）」

８
月
４
日
㈮
午
後
６
時

半
、
※
５
日
㈯
午
後
１
時
半
。

子
ど
も
た
ち
を
導
い
て
い
く
ベ
テ

ラ
ン
教
師
と
劣
等
生
た
ち
の
交
流
を

描
く
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
を
上
映
。

＊

＊

い
ず
れ
も
ス
ワ
ン
ホ
ー
ル
で
。

定
員
各
４０
人
。
※
は
一
時
保
育
あ

り（
１
歳
半
〜
就
学
前
。１
人
３５０
円
。

１０
日
前
ま
で
に
要
予
約
）。

�
中
央
公
民
館
�
７８４
・
８
０
０
０

（
フ
ァ
ク
ス
７８４
・
８
０
０
１
も
可
）

へ
。
先
着
順
。

◆
夏
休
み
☆
ニ
コ
ニ
コ
子
ど
も
教
室

〜
平
和
映
画
会

８
月
９
日
㈬
午
前

１０
時
、「
ふ
ら
っ
と
」
児
童
館
で
。

ア

ス

ト

ロ

ボ

ー

イ

「
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｙ

鉄

腕
ア
ト
ム
」（
２
０
０
３
年
。日
本
。

２４
分
）「
リ
ボ
ン
の
騎
士
」（
１
９
６

７
年
。
日
本
。
６３
分
）
を
上
映
。

対
象
・
定
員
は
１
歳
〜
中
学
生
５０

人
（
就
学
前
は
保
護
者
同
伴
）。

�
「
ふ
ら
っ
と
」
児
童
館
�
７８１
・

２
５
１
７
へ
。
先
着
順
。

キ

タ

◆
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
☆
シ
ネ
マ

８
月
１３
日

㈰
午
後
１
時
半
、
き
ら
ら
ホ
ー
ル

で
。「

マ
ン
ゴ
ー
の
樹
の
下
で
」（
２

０
１
９
年
。日
本
。
８９
分
）を
上
映
。

定
員
３０
人
。当
日
直
接
、会
場
へ
。

先
着
順
。

問
図
書
館
北
分
館
�
７７０
・
０
５
１

９
。

子
ど
も
向
け

◆
平
和
の
お
は
な
し
会

８
月
４
日

㈮
午
前
１０
時
半
、
図
書
館
南
分
館

で
。平

和
に
関
す
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
。対

象
・
定
員
は
小
学
生
１５
人
。
当

日
直
接
、
会
場
へ
。
先
着
順
。

問
図
書
館
南
分
館
�
７８１
・
７
３
３

３
。

◆
平
和
を
語
る
お
は
な
し
会

【
❶
図
書
館
北
分
館
】
８
月
６
日

㈰
午
前
１１
時
。

ぐ
ら

【
❷
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」】
１２

日
㈯
午
後
３
時
。

い
ず
れ
も
平
和
に
関
す
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
。

対
象
・
定
員
は
❶
小
学
生
❷
５
歳

〜
小
学
生
各
１５
人
。

い
ず
れ
も
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

先
着
順
。
❷
は
午
後
２
時
半
か
ら
整

理
券
を
配
布
。

問
❶
図
書
館
北
分
館
�
７７０
・
０
５

１
９
❷
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
�
７８３

・
２
７
７
５
。

◆
夏
休
み
☆
ニ
コ
ニ
コ
子
ど
も
教
室

〜
ジ
ャ
ン
ボ
あ
お
ぞ
ら
か
る
た
（
人

権
か
る
た
）（
写
真
②
）
と
平
和
川

柳
づ
く
り

８
月
７
日
㈪
午
後
１
時

半
、「
ふ
ら
っ
と
」
児
童
館
で
。

ジ
ャ
ン
ボ
あ
お
ぞ
ら
か
る
た
を
通

し
て
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
川
柳
を

作
る
。

対
象
・
定
員
は
小
学
生
２０
人
。

�
「
ふ
ら
っ
と
」
児
童
館
�
７８１
・

２
５
１
７
へ
。
先
着
順
。

図
書
展
示

◆
平
和
図
書

忘
れ
て
は
い
け
な
い

物
語

７
月
２１
日
〜
８
月
２９
日
、
図

書
館
北
分
館
で
。

戦
争
と
平
和
に
関
す
る
本
の
展

示
。問

図
書
館
北
分
館
�
７７０
・
０
５
１

９
。

◆
平
和
を
考
え
る
夏

８
月
１
〜
１５

日
、
図
書
館
神
津
分
館
で
。

戦
争
と
平
和
に
関
す
る
本
の
展

示
。問

図
書
館
神
津
分
館
�
７６４
・
５
９

９
１
。

◆
平
和
を
考
え
る

８
月
４
〜
２０

ぐ
ら

日
、
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
で
。

戦
争
と
平
和
に
関
す
る
本
の
展

示
。問

図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
�
７８３
・

２
７
７
５
。

◆
平
和
へ
の
祈
り

８
月
４
〜
１８

日
、
図
書
館
西
分
室
で
。

平
和
図
書
の
展
示
。

問
図
書
館
西
分
室
�
７８４
・
８
０
２

１
。

資
料
展

◆
戦
争
と
伊
丹
の
人
々
（
写
真
③
）

７
月
１５
日
〜
８
月
３１
日
、
市
立
伊
丹

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
２
階
の
展
示
室
４

で
。千

人
針
、召
集
令
状
、衣
料
切
符
、

防
毒
面
―
―
な
ど
の
資
料
を
展
示
。

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�
７７２

・
５
９
５
９
。写

真
展

◆
渋
谷
敦
志
写
真
展
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
禍
を
生
き
る
」

７
月
２６
日
〜
８

月
９
日
（
８
月
７
日
除
く
）、
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
半
、
ス
ワ
ン
ホ
ー

ル
２
階
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
。

世
界
各
地
で
取
材
を
重
ね
る
写
真

家
の
渋
谷
敦
志
さ
ん
が
見
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
写
真
を
展
示
。

問
中
央
公
民
館
�
７８４
・
８
０
０

０
。

美
術
展

◆
第
３０
回
伊
丹
・
平
和
の
美
術
展

（
写
真
①
）

８
月
１０
〜
１４
日
、
東

リ
い
た
み
ホ
ー
ル
６
階
の
中
ホ
ー

ル
で
。

本
市
の
美
術
家
が
平
和
へ
の
祈
り

を
込
め
て
絵
画
や
写
真
、
書
な
ど
の

作
品
を
展
示
。
会
期
中
は
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
道
支
援
募
金
箱
」
も
設
置
。

問
市
文
化
振
興
課
�
７８４
・
８
０
４

３
。

講
演
会

◆
ナ
チ
ス
の
大
衆
動
員
と
ユ
ダ
ヤ
人

迫
害

７
月
３０
日
㈰
午
前
１０
時
。

講
師
は
甲
南
大
教
授
の
田
野
大
輔

さ
ん
。

◎
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
今
―
文
化
か
ら
み

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア

８
月
５

日
㈯
午
前
１０
時
。

講
師
は
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交

流
協
会
会
長
の
小
野
元
裕
さ
ん
。

＊

＊

い
ず
れ
も
ス
ワ
ン
ホ
ー
ル
で
。

定
員
各
４０
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

も
可
）。
一
時
保
育
あ
り
（
１
歳
半

〜
就
学
前
。
１
人
３５０
円
。
１０
日
前
ま

で
に
要
予
約
）。

�
中
央
公
民
館
�
７８４
・
８
０
０
０

（
フ
ァ
ク
ス
７８４
・
８
０
０
１
も
可
）

へ
。
先
着
順
。コ

ン
サ
ー
ト

◆
第
１９
回
平
和
の
鐘
カ
リ
ヨ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
（
写
真
④
）

８
月
１５
日
㈫

午
後
６
〜
７
時
、
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
西
側

カ
リ
ヨ
ン
塔
前
で
。

平
和
を
願
う
カ
リ
ヨ
ン
演
奏
や
市

立
伊
丹
高
生
徒
が
平
和
都
市
宣
言
を

朗
読
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。

問
市
同
和
・
人
権
・
平
和
課
�
７８４

・
８
１
４
８
。

①

②

③④

平和都市宣言
おおもと

平和は人が生きるための大本です。戦争はか
いの ち

けがえのない生命を奪い、幸せをふみにじりま
す。

むご

いま、世界は恐ろしい核兵器をなくし、惨た
らしい戦争のない社会をつくろうと、ようやく
歩みはじめました。が、ここで心をゆるめては
なりません。
戦争は人の心の中にひそんでいるのです。
人類が幸せを分かち合える地球環境をつく

り、自由と人権を尊び、差別や貧困をなくすこ
とも、すべて平和の問題です。
私たち市民は、平和な社会を築くことを誓

い、ここに平和都市を宣言します。

平成２年１１月１０日 伊丹市


